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安田記念医学財団　癌看護研究助成採択を受けて

AOFOG　FELLOW授与

　アジア・オセアニア産婦人科学会（Asia Oceania Federation of 

Obstetrics and Gynaecology: AOFOG）は1954年に発足し、第1回

目の学術総会は1957年に東京で開催されました。アジア・オセア

ニア地区の産婦人科の学問的な進歩、女性の生涯を通しての

健康、胎児・新生児の健康、人口問題、そして国際的な相互協

力・医学教育、等を推進するという目標が掲げられています。

　その後、参加国は年々増加し、現在では風俗習慣、経済事情、

医学や医療事情の異なる24カ国の産婦人科学会から構成され

ています。

　私は日本産科婦人科学会常任理事に就任中、国際渉外担当

として約8年間AOFOGの役員、その間、6年間を学会機関誌の編

集長、2年間を学会長として勤めさせていただきました。

　学術総会は参加各国で2年おきに開催され、2011年9月には第

22回が台湾で開催されましたが、その席で当学会に貢献したと

して、日本人としては3人目の身に余る名誉なAOFOGの「Fellow」

の称号を頂きました。

周産期医療研究所　所長　村田　雄二

看護部　江藤　美和子
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　平成23年4月からベルランド総合病院看護部に在籍し、がん看護専門看護師として

活動しています。専門看護師は日本看護協会により認定されている看護専門家で、「複

雑で解決困難な看護問題を持つ個人、家族及び集団に対して水準の高い看護ケア

を効率よく提供するための、特定の専門看護分野の知識及び技術を深め、保健医療

福祉の発展に貢献し併せて看護学の向上をはかる」ことを役割としています。

　私もがん看護専門看護師の卵として、がん領域における最新の知識を持ち、質の

高い看護実践を追及すること、 また、がんの診断や治療場面における意思決定の支

援など、がん患者を包括的に捉えて支援することを心がけ、直接ケア・調整・倫理調整・

相談・教育・研究という面から活動を展開しています。

　今回「外来化学療法中における消化器がん患者の栄養に関する看護アセスメント

ツールの開発」をテーマとして研究を計画し、安田記念医学財団癌看護研究助成に

応募したところ採択をいただきました。消化器がん患者は、原疾患が進行すると消化・

吸収機能が変調し、また抗がん剤治療の副作用があると、さらに栄養の取り込みが阻

害されやすい状況にあります。看護の視点で患者の栄養状態、セルフケア能力をアセ

スメントする過程をツール化することで、外来においても標準化した看護を提供するこ

とが可能になり、患者のQOLの維持・向上に繋がるのではないかと考えました。

　今後、この研究を発展させ、がん患者さまが安心かつ安楽に、在宅でも治療が続け

られるように支援していきたいと考えています。

前列左が村田所長
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　第3回ベルランド総合病院緩和ケア研修会を平成23年10月22日、23日にベルランド看護助産専門

学校にて開催させて頂きました。

　皆さん緩和ケア研修会はご存知でしょうか？がん対策基本法に基づくがん対策推進基本計画にお

いて、「すべてのがん診療に携わる医師が研修等により、緩和ケアについての基本的な知識を習得す

る」ことを目標としています。これを受けて、がん診療に携わるすべての医師が、緩和ケアについての

基本的な知識を習得し、がん治療の初期段階から緩和ケアが提供されることを目的に、これら医師に

対する緩和ケアの基本的な知識等を習得するための研修会を行うようになっています。この研修会が

「症状の評価とマネジメントを中心とした緩和ケアのための医師の継続教育プログラム」、PEACE（Palliative 

care  Emphas is  program on symptom management  and Assessment  for  Cont inuous  medica l  

Educat ion）研修会です。

　緩和ケアと言えば、治療がなくなったら行うものとの考えをお持ちの医療者の方々がまだまだ多いの

も否めませんし、患者さんにも緩和ケアそのものが十分浸透していないのも現状です。2002年のWHO

による緩和ケアの定義では「生命を脅かす疾患による問題に直面している患者とその家族に対して、

疾患の早期より、痛み、身体的問題、心理社会的問題、スピリチュアルな問題に関してきちんとした

評価をおこない、それが障害とならないように予防したり対処したりすることで、クオリティー・オブ・ラ

イフ（生活の質、生命の質）を改善するためのアプローチである。」と定義されています。「残っている

命の長さが短くなければいけない」とか、「命の終わりを覚悟していなければ緩和ケアを受けられない」

ということはありません。治療をするか緩和ケアを受けるかという二者択一のものではなく、両方を同

時に受けることが可能なことです。疾患もがんに限ったものではありません。緩和ケアの形式にも在宅

緩和ケア、緩和ケア外来、一般病棟＋緩和ケアチーム、緩和ケア病棟と様々なバリエーションがありま

す。病気がある人がいるすべての場所には､緩和ケアはあれば良いと思いますし、あれば助かるところ

はたくさんあると思います。入院でも在宅でも外来でも､その場その場の状況に合ったシームレスな緩

和ケアが必要です。

　シームレスな緩和ケアの地域での普及を進めるために、当院は年1回、研修会を開催しており、今

回で3回目になりました。私（山﨑圭一）が初めて企画責任者としてこの研修会を開催させて頂きまし

た。今までの研修会とは少し違った研修会を行いたい、マンネリを打破したいとの私の考えで、今回の

研修会は参加募集人数も増やし、がん疼痛のケアのセッションでは、当院がん性疼痛認定看護師で

あ る 藤 本 和 美 さ ん に 、 看 護 師 の 立 場 か ら の 講 義 を し て 頂 き 、 ま た 地 域 連 携 の セ ッ シ ョ ン で は 、 当 院

MSWである森本智子さんに堺市の在宅医療の現状や在宅緩和ケアについて講義をして頂きました。「緩

和医療、緩和ケアはチーム医療が大事！」まさしくこのことを実践する研修会でありました。

　次回は平成24年9月29日、30日開催です。

　「本当の意味での緩和ケア」の普及のためには、地域で活躍する医療者の皆様のお力が必要です。

皆様の参加をお待ちしております。

第３回ベルランド総合病院緩和ケア研修会 乳腺外科　副部長　山﨑　圭一
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複合施設ベルアンサンブルオープン

平成24年4月1日、堺市西区菱木に"健康と安心と賑わいの街"ベルアンサンブルがオープンいたします。

ベルアンサンブルの特色

急性期の治療段階から多職種協働での退院計画に基づくベルピアノ病院への早めの転院で、病状の回復に向けた早

期治療と集中的なリハビリを提供いたします。また、急性期病院退院後すぐに在宅生活が困難なパートナーには、中長期

的な入院療養で在宅復帰を支援いたします。更に、重度障害状態で在宅生活の目処が立たないパートナーにはベルアル

プへのご入居、将来不安に備えたいパートナーにはベルヴィオロンへの早めの住み替えで対応いたします。病状や障害

による不安を抱えてご自宅で生活されるパートナーには、各在宅事業の連携でご自宅での療養の不安の解消に努めます。

在宅療養支援部

　ベルアンサンブルに、医療・介護・相談に関する在宅支援事業を包括

した〝在宅療養支援部〟を創設し、"「地域で暮らす」を支えるサービス

で安心・充実の生活実現"への取り組みとして在宅サービスの一元管理

システムを導入いたします。24時間定期的に巡回しながら随時に対応

する訪問看護と訪問介護の一体運営。病院と連動しながら医学管理を

目的とする訪問診療と管理栄養士や薬剤師により訪問指導。訪問リハ

ビリ及びデイケアによるご自宅での日常生活動作向上を目指すリハビ

リ提供と福祉用具選定や住宅改修の助言を含めた日常生活支援。ケア

プランによる必要なサービスの調整。医療・介護・住宅・生活支援等の

多面的な課題に対応する総合相談センターを設置し、社会福祉士が問

題解決の支援に努めます。
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JR阪和線 鳳駅下車 
南海バス(横山高校前行き/栂・
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菱木下停留所 徒歩3分

ご入居に関するお申込み・お問い合わせ

ベルアンサンブル開設準備室

(072)278-2050
〒599-8253　堺市中区深阪2430

ベルアンサンブルとは？

　ベルアンサンブルとは美しい鐘（ベル）の響きを背
景に「ピアノ」「ハープ」「バイオリン」が奏でる合奏を
イメージしています。

　多彩な楽器の調和に溢れた美しい合奏のように、
パートナーを中心とした各専門職の協働による地域
包括支援システムは、ベルアンサンブル最大の特色
といえます。

ベルピアノ病院　　急性期からの円滑な

治療継続による早期の在宅療養を支援する

医療上の中核的な役割を担います。365日

間リハビリを提供する回復期リハビリテーシ

ョン病棟と治療機能と療養機能を備えた医

療療養病床の両機能で入院療養を支援します。

ベルアルプ　　全室個室のユニット型特別

養護老人ホームです。"その人らしさを大切に、

笑顔があふれる生活を"の実現にむけ、各入

居者のニーズに対応した個別サービスのご

提供や認知症を有する入居者への介護支援、

人間の尊厳を大切にする看取り介護に取り

組みます。

ベルヴィオロン　　高齢社会を見据えて、次世代にむけたサービス付き住宅として注

目される新規住宅事業です。"安心と信頼の絆で暮らし続けることができる住まい"として、

介護問題の解消や介護不安に備えた高齢者が安心できる安全で快適な住居環境を設

定しております。

ベルアンサンブルのリーフレットをベルランド総合病院受付

に設置しております。詳しくは窓口係員へおたずねください。
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